
MIKASA CONSTRUCTION EQUIPMENT 

WP-2L,3LC,3LC-HV 
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フレキシブルシャフトに組付けられている六角ジョイントの先端が、リードシャフトの 
アジャストカップリング先端より約 15mm出ている状態が適正です。 
もし、この六角ジョイントの出張りが適正より長かったり短かったりした場合は、ロッ 
クメタルを固定しているボルトを緩め、アジャストパイプを移動する事によって調整し 
てください。 

グリスは、温度変化により変質しない 
耐熱グリスを使用してください。 
[ 例：新日本石油（旧： 日石三菱）  
  パイロノック№2 ]  

● 

フレキシブルシャフト（45）およびベ 
アリングのグリスは、約 200時間位運 
転毎に古いグリスをきれいに拭いた後、 
新しいグリスをシャフトの全体に均一 
に塗布してください。 

● 

WP-2L 型は、ロックナット（33）を 
緩め外すとリードシャフト内のフレキ 
シブルシャフト Ass’ y（A）がポンプ 
に接続されたまま引きずり出ます。 
ゴミや埃などを付着させない様にグリ 
スを刷毛などですける程度に塗布して 
ください。 
WP-3LC 型及び 3LC-HV 型は、ロック
ナット（33）を外し、ポンプヘッドと
リードシャフトを分離した後に、ホー
スカップリング（36）[ スパナ掛け面
幅 38mm ] とジョイントカップリング
（35）[ スパナ掛け面幅 46mm ] を外
して、フレキシブルシャフト Ass’ y を
取り出します。　（右図 - 4 参照）

● 

WP-3LC / WP-3LC-HV
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